
資料2-2

肺移植希望者 (レシピエント)選択基準 (案)

1.適合条件
(1)A13 0ttliL液′II

ABO式 liL液′11の ‐致 (ldontical)及び適合 (compatiblc)の待機者を候補者とす
る。

(2)ル「の大きさ

肺の大きさは、繊 ミ提供者 (ドナー)及び移植希望者 (レ シビエント)の年齢区分に
ルL(じ、 ド記の方法で評価する。
1)1臓器提供者 (ドナー)及び移植希望者 (レシピエン ト)がいう材しも 18歳以 Lの場合

=予
測VCI).ED/予測VCR'ロ ー lL× 100の値 (%)で 1判断する。
① 片肺移植の場合 -30～30%
② 11朝 li移植υ)場合 -30～30%

γli l)  ,お‖VCI):朋義材祥提1共
`・

(ド
ー
l‐―)υ)ルお‖ル「れ1 1it

7112) 予測VCIく :移有|:希ヤ4者 (レシビェント)υ)予測肺活llt

予測ル「7舌 llの ,:卜算式

(リリ州:) ル考W‖i活れt(|′)=0.045×身長 (cm)―Ω:Ω23バ イli齢
=2.258

(刻■) 予測肺7岳 1止 (|′)=0.032×身lK・ (cm)-0.018× 年齢-1.178

(日 本呼1吸器学会ルト生F111111委 it会  2001イ li 4月 )

2)11糞器提供者
‐
(ドナー)及び郷 i希望者 (レ シど'エント)がいうツしも 18歳未満の場合

(臓器提供什 (ドナー)σ)身長/移植希望者 (レ シピエント)の身長-1)× 100
の11:桜))で判断する̀

、

⑪ 片肺移植の場合 -12%～ 15%
② Ⅲ川iド移有liの場合 -12%～ 12%

3)1臓器提供者 (ドナー】及び移植希望者 (レシビ'エント)の年齢が 1)又は2)の場
合にI:亥当しない場合

(臓器提供者 (ドナT)の身長/移為11企望童 (レシビ'平ント)の身長-1)× 100
の111(%)で判1断する̀

、

① 片肺移植の場合 -12%～ 15γ )
② 画肺移植の場合 -12%～ 12%

(3)前感作わt体
ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰′Hlであることを確1認する。
パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは省略することができる。



(4)CMV抗 体
CMV抗 体陰性の移植希望者 (レシピエント)に対しては、CMV抗体陰性の朋糞器提
供者 (ドナー)が望ましい。

(5)IHレ A411

:11面、選択基準にしないが、必ず検査し、登録する。

(6)虚 liL前 1容‖鋼出|
ル機器提供者 (ドナー)の肺を摘出してから811キ ||ll以内に1lL流 II∫開することがマ4ま しい。

2. 偽送ク七川J〔fヽア

適合条件に合致する移植希望者 (レ シピエント)が複数存在する場合には、優先1り〔位は、

以 ドσ)順にltJJ案 して決定する。

(1)親族
朋義器の移れ11に関J^る法子11第 6条の 2の規定に

'ltづ

き、親族に対し臓器を優先的に提供

する
`意
思が表示されていた場合には、当Ii亥わ↓族を優先する。

(2)A130式 1作 L液り11

ABO式 1lL液ブilσ )‐致 (idoltical)す る者を通介 (oomplt il)lc)づ ~る 静より優先する。

(13)`寺 |″進リリ|||ll

待機サリ|1間の長い患什を優先する。

(4)肺の大きさ
前提条件 (2)肺の大きさの 1)又は2)の場合を優先する

`,

(5)術Jtによる優先順位
御f式は、り|^肺

'移
lil:、 IJj肺移1111の 2種サザ1と し、第 1御frt、 第 2刊 fitυ )2`Dま で登録 l'「育ヒと

―
l~る。

術・ tによる優先lり!位は次
のとおりとする。

1)臓 器提供者 (ドナー)のⅢ]ぼiが利り||できる場合であり、写jl優先順位の選択を行
った結果、

①  γj l術itに係るⅢ‖|に不例i直希望者 (レ シピエント)が、γりl優先順イ立となれば、
当該1出訓lj移植希望者 (レシビ'エント)を選択づ

~る
。



②  第 1術・ tに係る片肺移植希望#(レ シピエント)が第 1優先順位となれば、
第 1術式に係る片ルト移植希望者 (レシビエント)で次の1瞑位に位置する考とそれ

を分けあうこととする。次順位に位置する第 1術式に係るり|・肺移植希望者 (レシ

ビエント)が選択されない場合には、第 2術式に係る片肺移有::希望者 (レシピエ

ント)の中で優先|1川tの清iい者と分け合うこととする。

③  第 1,f式に係る片肺蜘 希ヽ望者 (レシピエント)が第 1優先l瞑位となり、第
1術式、第2 afitを 考慮しても片肺移オil:希望者 (レシピエント)が 1名のみであ

る場合、

○当li亥片ル断劾11希望者 (レ シピエント)が第 2術rtと してlllll‐肺移1111を希望して

いれば、1lf亥移植希マ4汁 (レ シビエント)を選択し (注 1)、

○当該片肺移植希マ4者 (レ シビエント)が第 2術Jtと して1占湖|ド移植を希望して

いなければ、両肺移植希望者 (レ シピエント)の |||で優先|じイ立の高いたを選

択する (注 2)し ただし、):`該片肺移右11希望者 (レ シピエント)が優先すべ

き親族であるときは、当該移1111希マ4者 (レ シピエント)を選」りくする.、

(71:1)

(7112)

当1該移れ|:希マ4者 (レ シビエン ト)は必ずし()lllli肺移有11を受ける必要はない。
この場合に限り、術式を優先し、片肺移有|:希マ4者 (レ シビエント)よ りⅢ朗市

2) 朋機器提1共者・(ドサー)のり|・肺のてみがネ1用できる場合には、第 1術・ tに係るり1肺移
lill命マ4者・(レ シビI11ン ト)の :||から優先1り1位の高い絆を選|りくづ

~る
.祈り1術Jtに係る

片肺移植希マ4者
‐
(レシビエント)が選択されない場合には、γj 2術 Jtに係る片川i移

植希ヤ4什 (レシビエント)の lllか弓優タリ1貞位の高い計を選|サくするり

移) 1)、 2)の糸li果、AI,O式 1lL液りi彎が _致する移|,t希望#(レ シピエン ト)が選
択されない場合、AI〕 ○式 liL液ノ11が適合するものについて 1)、 2)と 同様の 手順
により移有Fl希望計 (レ シピエン ト)を選択する。

その他

(1)臓器提供者 (ドづ――)又は移有11希望者 (レシビエン ト)が 6歳以 1118歳未満の場合、

その 予測肺活ttについては、以 ドの計算式を参考とすることができる。

ル7サ llll'7舌 1士σ)言トサlirt(6洗隻以 ll 18虜隻メこれ崎σ)場:(年 )

(男性)予測肺7舌 1止 (1ン)=2.108-0.1262× 年齢 +0.00819× 年齢 」

…3.118× 身長 (m)+2.553× 身 l・K(m)」

(女ヤL)ルなll肺活 1止 (1′)=1.142-0.00168× イ11齢 =-2.374× 身長 (m)

+2.116× 身長 (m)2

:3



(11本小児呼吸器疾患学会肺機能委員会 2008年 )

(2)基礎疾患、重症度などによる医学的緊急度は、将来考慮されるべきである。
また、このり1奨 4亀は実績を踏まえて見直しを行う必要がある。



日本人小児スパイログラム基準値(6～ 18歳 )
日本小児呼吸器疾患学会肺機能委員会2008年策定

定数項 Aの係数 A2の係数 AHの係数 Hの係数 H2の係数 R2

男

a

2.108

3.347

3.166

3.987

2.043

4.709

b
-0.1262

-0,1174
-0.6008

-0.9408

-0.4953

-0.4459

C

O.00819

0.00790

0.01313

-0.01330

0.4744

0.5811

0.4063

0.5593

e
-3.118

-4.831

-0.957

-3.888

f

2.553

2.977

d

FVC
FEVl
MMF
PEF
V50

V25

9122
9189
7604
8201

7440
6845

０

０

０

０

０

０

女

0.00168
0。00161
0.00269

0.00429

0。00309
0.00133

-2.374

-3.354

-6.488

-7.343

-5.337

-5.010

2.116

2.357

3.636

4.637

3.267

2.656

FVC
FEVl
MMF
PEF
V50

/`25

1.142

1.842

4.148

4.545

3.492

3.076

０

０

０

０

０

０

8421

8572
6598
6382
6355
5346

a+bXA
A:年齢 (歳 ),

+c× A2+d
H:身長 (m),

X AH+eXH+fX H2
R2:自 由度修正済み決定係数

予測式



参考資料 2

日本呼吸器学会肺生理専門委員会報告

中村 雅夫?

神辺 真之1

藤村 政樹6

堀江 孝至"
高本 健Im
すに原 ‖rt一″

宮本 顕「il“
大井 元晴"
池IЛ  ttlrli・ "

It 肺 労 災 病 院P

広 島 大 学 医 学 部
I

金 沢 人 ′F 医
`′
 部6

1「 1本 大 学 な 学 部R

名 「li屋 大 学 医 学 部“

秋 田 大 学 舞 学 部
P

北海道大学医療技術短月1大学部"

人 1坂  回 生 病  1院“
国立療養所南福岡病院

‖

日本人のスパイログラムと動脈血液ガス分圧基準値

日本呼吸器学会肺生理専|‖l委 it会

佐々木英忠
1

木田 厚瑞3

高橋 敬治｀

榊原 博樹′

西村 正治9

井 11 洋 lJll‐

11

有Fl l 健一
い

相澤 久道“
I嶋 理晃ν

桑平  ^郎 "

東 北 大 学 医 学 部
[

東京都老人医療センター
1

金 沢 医 科 大 学・

藤 田 保 健 衛
`L大
ヤ

北 海 道 大 学 1/A・ 学 占ド

岩 手 医 科 大 学"

広 島 赤 |イr原 爆 病 1院 "

国立療養所福岡東病院
い

京 都 大 学 医 学 音F7

東 海 大 学 医 学 部
m

日本呼吸器学会肺生理専門委員会

2001年 4月



は じめに

スパイログラムと血l液ガス測定は呼吸器疾患のみにllR

らず日常診療においてルーチン検査として行わオ■ている

基本的検査項目である.利用に際して基準値が必要であ
るが本学会肺生理専P]委員会より 1993年 2月 基準値が

発表されたが,こ の基準値はF`J齢者数が少ないこととス
パイログラムの表示を身長で割った値として出している

ため
い,世界的に身長と年齢の関数として計算している

出し方ではないことから,我が1可のスパイロメーター各
機器には採用されておらず,欧米人の基準値が採用され
ている.基準値は経年的に身長と寿命も変化しているた
め,1993年 のり1:準 1「1よ り,8年後の 2〔)00年の

'1:響

:値を

再検討して少しでも現在に近づけることを今llllの 日的と

した.蛭に 10年後新たな基準値を後進の人達が作成す
ると考えられる.

泊i齢者の診療が増えているが,高齢者で完全に健康で

ある人はまれである 被験者が完全に健康であると申告
をしても老年者では特に無 |′ 1党疾病があるかもしオlず ,

腎機能低 ドもあるかもしれない.不 yl性脳前l管障1!;は 65

歳以 llの約半う)にみらオ■るという.被験者をすべて検査
してから正常占と:診断する方法では千人lr位のりit準値を

出すにはイく合llllである.欧米の|(モ幸ぼ≒の基準値でも同様
の扱いをしている 本委員会ではスパイログラヱ、と血液
ガスに影響を′′えると報(1:さイしている疾患をイ∫している

被験者を除いて, 人llリ ドツクや病院で呼吸器とは無関係

20 40

の部位の術力1検査などで洲J定した値とした。この方法は

1993年の本委員会が集積したと同様の基準でもある.

このため欧米で既報告の基準値を作成した住民検診より

むしろ,過去に症状があった気管支喘忠や気管支拡張症

などを厳密に除外できた分被験者が医師の診察を通過し

ている分今回の基準値では異常値を排除できている可能

性が高いと考えられる.

臨床検査の正常値の概念は平均値±2SDか ら外れた
5%の人達を異常と認識する方法であるため不合理であ
ると考えられるようになっている。むしろ,ある程度の

問診や診察によって選別された被験者を対
rFtと した検141

値を基準値と呼称する方法がとられるようになってい

る。被験者が厳しく限定されたのが
',141価
とされている.

本検査でも,この方法に従い基準値とした.

喫煙は諸々の呼吸器疾患を引き起こす。喫rtvlは約 15

%の人に慢性 1別 ,1性肺疾jよを生じさせ,残 りの 85%の

人にも多かれ少なかれ閉電性障1年を引き起こす
″.従っ

て,喫煙者の111準値は,1症から中
`症

の開1:性障lifま で広

く分4jし ているため作成しても意味がないため非喫力Ψ者

のみとした.過去に喫煙歴のある人も除外した.

1.方法

被験者は日本呼吸‖‖学会肺生理モリ1明委

'1会

の委ιiよ り

集積した 1,838名 である.年齢は 18歳から95歳 まで分

4,している.非喫・llll者で過去に喫煙既往歴のない以 ドの

被験者を選択した。
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図 1 男性における年齢と肺活量 (VC)の lll係
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図 2 り11■における年齢と努力肺活11:(I'VC)の 1賜係
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図 3 男性における年齢と一‐秒|:t(「 1lVI)● )1剛係

30

1)過去及び現在において心肺疾患を有せず,現在呼

吸器症状 (喘鳴・咳・痰・労作時息切れ)のない人.

2)肥満を除外する(標準式より120強を肥満という).

3)神経筋疾患や円背など胸郭障害を除外する.

4)歩いて演J定所 (病院・施設・保健所)へ行ける人.

5)lII症の痴呆症なく,スパイログラムがl爆来る人.

6)腎不全・∬f不全などの lli席例を除外する.

7)イ ンシュリン治療中の糖尿病や症状のある副 lit腔
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炎等肺機能に影響を及ぼすと考えられる疾患は除く.

8)た だし以 下の者は入れる.高血1圧・不全麻痺のな
い脳血管障lir・ 耳鼻科・ 1眼科・皮膚科領域疾地t・ その他

の局所疾患 。内分泌疾患・糖尿病・精神疾患・消化器疾

::::li:1::3● :.8:全 11:11 18 1^^8`. :・・  .:::li:::::1:ti:1::三
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Ago (vOars)

図 4 り〕性における年齢とテフノーの ‐秒率 (1'1うVl%(′ 1｀ ))の眠l係
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Ago (years)

図 5 男性における年齢とゲンズラーの一秒率 (FEVl(G))の 関係
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患・四肢障害・局所の癌 .

これらの被験者は人間ドックや術前検査などで行った過

去 10年 1間のものとした。

プロトコールは医師又は検査技師が検査を実施した成
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織とし,スパイログラムとllll液ガス浪1定である.スパイ

ログラムにはフローボリウム曲線も含まれる.測定は原

則として座位,fllし ,スパイログラムは立位及び山l液ガ

ス分圧測定は仰臥位でも可とした.スパイログラムと血l

液ガス測定は同一人又は別々の被験者でilll定した、スパ

イログラムは 3同行い,その内の最大値を採用した.ス

・ :・

.|:

038・
・

80

: 8 :

・  8●

100

パイログラムはポリウム型とフロー型いずれでもよく,

血1液ガス測定と共に ,IS対 1格検定合格ずみで市販されて

いる機器を用いた。測定は日中午it 9:00か ら午後 4:00

までに行ったものとした.

スパイログラムは肺活lit(Vitt capacity,VC)を 3

回行い,次いで努力肺活il(「orced vital capacily,FVC)

.●   8

・
° °
3

三:::!

図 7 男性における年齢と25%「 VCにおけるフII― (V25)の 関係
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を 3111行い,フ ローボリウム曲線の形を参考にして満足

できる値から最大値を求めた。一秒量 (rc・rced cxpttatorv

vduIIle at 011e sccond, FEV l)も 浪l定した.

血illtガ ス測定は被験者が 30分以_ll安静を保ち, L腕

動脈又は大腿動脈より採血lした.lllll胞気動脈血酸素分圧

較雄 (A‐aD0 2)は 150-(Pa02+PaC02/083)の 簡使式

より,;卜算した。

予測式を得るためにlTlttlArr分析を行い,各変数の寄与

90           100

率を算出し,こ オlに従つて予測式を設定した.

2.結果

スパイログラムの成績はりj性 584名 ,女性 1.227名 集

計され,由l液ガス測定は男性 164名 ,女性769名集計さ

れた.スパイログラムでは閉塞性障害患者においてしば

しば見かける現象はVCが FVCよ り大きいことが多
い.しかし,健常者特に高齢者では手技の不慣れ等によ

30           40           50           60           70           80

Ago (vears)

図 9 1/J性 における年齢と動脈血l炭素ガス分圧 (I)aCOf)の 1闘係
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図 11 女性における年齢とlllli活 量 (V(〕 )

70

のlll係

90           100

り FV(サ が VCよ り大きいことも少なくない.臨床的に

はこのような時いかなる被験者の努力であれ値の人なる

方をその人の VCと とる方が役 アヽつことから,本委it会

でも FVCが VCよ り大なる時は「 VCを VCの値とし

た.逆に FVCが VCよ り小さい時はそのままの値とし

た。従って,「VCは一切llli正をしなかった.rivcが vc
を上回る値は

lF.女共ほとんどが 021.以 内にとどまり最

人でも 061′ 以内であつた.男性ではこのようなllli正を

した人が 84名 (14%),女性では 283名 (23%)であっ

た.

血液ガス値では A aDOPを算出した際マイナスの値を

とる例が男性 22名 (13%),女性 37名 (5%)見られた.

A aDO?マ イナス例はほとんどが lo tOrr以 内であり,

最大で 30 tOrrであつた,マ イナス例は以後の成績より
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図 12 女性における年齢と努力肺活lit(IIV(〕 )の 1川係
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図 13 女性における年齢と一秒;it(FEVI)の 1闘係

消去した.

成績の合計集積名は延べ 1,897名 であるが,A aD02
のマイナス値を′」tした人数りJ女合li卜 59名を除いた 1.838

名について解析した

以後,スパイログラムと山l液ガスの成績を男性,女性
の順に年齢に対してどのように分4iし ているのかを示

す.図 1は男性 VCと 年齢の関係を示す.図 2は 男性

FVCと 年齢の関係を示す。図 3は 男性 FEVlと 年齢の

関係を示す.一秒率 (Forced expra10ry vo■ lme at one

sccond,I「 EVl%)は FEV1/VC(%)で 求めるテフノー

の 一 秒 率 (Tiffeneau,Tの 一 秒 率 ,FEVl%(■
｀
))と FEV1/

FVC(%)で 求 め るゲ ンズラー の一 秒 率 (Caensttr,G

の 一 秒 率 ,FEVl%(C))が あ る .図 4は り
j性
の

「

EVI%

(″「)と 年齢の関係を示す。図 5は男性の FEVI((〕)と
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図 14 女性における年齢とテフノーの ・秒率 (「 l,V:%
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(´ !｀ ))の 1川係
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図 15 女性における年齢とゲンズラーの 一秒率

70 80

(「 ItVI%(G))の関係

100

年齢の関係を示す.図 6は男性のフローボリウムllll線の

50%llrli活 量でのフロー (V50)と 年齢の関係を示す。

図 7は 卜」じく25%肺活 ll:で のフロー (V25)と 年齢の

関係を示す.図 8は 男性の動脈由l酸素分圧 (Pa()2)と

年齢のlll係を示す.図 9は 男性の動脈前l炭素ガス分圧

(1)aC02)と 年齢の関係を /1Nす。図 10は りj性の A―aDO?

と年齢の関係を示す .

図 Hは女性の VCと 年齢の関係を示す.図 12は女性
の 1'V(〕 と年齢の関係を示す 図 13は 女性の

「
1lVlと 年

齢のlllJ係を示す。図 14は女性の FEVl%(′ r)と 年齢の

lll係を示す.図 15は女性の FEVI%(G)と 年齢の関係
を示す.図 16は女性のV60と 年齢の関係を示す.図 17
は女性のV25と 年齢の関係を示す.図 18は女性の Pa02

と年齢の関係を示す.図 19は女性の Pa(〕02と 年齢の関
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係を示す.図 20は女性の A‐aDO?と 年齢の関係を示す.
以 11の 図 5か ら図 20ま での 14均 llllttSDを 表 1に 示

す.18歳 と 19歳は人数も少ないため 29歳以下の群に

含め,90歳から95歳までは人数も少ないため 80歳以
Lに 含めた .

各値に,年齢と身12を力‖え各指標 ||りの相 llJ係数を表 2
にした。表 2は FPJ女を一緒にみたものである。PaC02

90 100

100

を除いて各値は有意な相関を示した.又,身長はスパイ
ログラムの各値とは有意な相関を示したが,血液ガス各

価とは‖1関は低かつた。

性,年齢,身長を独立変数とした重回帰分析を表 3に

行った。性 (男性を 1,女性を 0と するダミー変数)・

年齢 。身長を独立変数とし,各値を従属変動としてlTl回

帰分析をすると表 3の如くで性別はスパイログラムに寄

20 30           40           50           60           70           80

AR。  (vOars)

図 16 女性における年齢と5096 FVCに おけるフロー (V50)σ )関係
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図 17 女性における年齢と 25%「VCにおけるフロー (V25)の 1期係
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図 18 女性における年齢と動脈血1酸素分圧 (1)a()1)の関係
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与率が高く,年齢と身長も比較的寄与率も高かった.油 1

液ガス値はスパイログラム程性別・年齢・身長の寄与率

は高くなかった。)

表 3の寄与率を l.tに肺機能検査予測式を作成し,表 4

30           40           50           60           70

Age (year5)

図 19 女性における年齢と動脈山l炭曖ガス分圧 (I)aCO:)

80

のlll係

に示した.スパイログラムに関しては性の寄与率がiFilJく ,

ついで身長・年齢の順であった。そのため,性別に身長
と年齢の 2変数の 1■「ll帰式で予測式を作成した。即ち y

=aX身長 (on)lb× 年齢+定数から表 4よ り求めるス
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女性における年齢と肺胞気」JJ脈血陵素チ)11の較丼 (A al)()1)の 1閣係

パイログラムυ)値を

`1ナ

る方法である.´方離1液ガスでは
年齢と身長の寄与率が低かったが,同様の 予浪1式を求め
た.lk1 21は ,表 4の成績を肺活 litと ‐秒11の ノモグラ
ムにした図である.非喫lllll ttυ )リサ女別に年齢と身長から

予測値を無1る ことができる.

3.考察

基準価で本稿ではとり上げないもう ‐つは個人の基準
値である.同 ・人を対象とした値は狭い11レ‖で変動して
いる.例え集 |り |か ら求められた

'1:準

仙内にl ll人の価が

あっても椰1人の以前に測定した基準値より大きく逸脱し

て異常ilと なっていることもある 肺は腎と共に最も力||
齢の影響を受けやすい臓器のため 20歳代のときflll人の

Jll準値をとっておくことはその人の異常検出に役立つこ

とはllllら かであろう。このように集「・」|の基準値からllAl人

のツt常を検層1するには大いなる限界がある.

illl定時の体位の影響は呼吸器疾患のない被験者では小

さい.スパイログラムでは仰臥位で演1定 した 。秒量と一

秒率は立位での測定値に比較して小さいことが知らイlて

いる.又 ,ル1活 lit・ 努力肺活量は仰臥位で立位よりも 7
～8%低値を示し,更に座位では立位よりも 1～ 2%lFt
い
『
1を とるとの報(1:がある

).患
者を対象としたスパイ

ログラムでは,立位での検査がllllAillあ るいは危険な場合

もあるので米国胸部疾患学会は,t位あるいは座位のい
ずれで検査しても良いとしている.ただし仰臥位のみは

特別の理由を付し7～8%の差を考慮に入れる必要があ

る・ .

肺気 litの測定機器の精度は 051′ から 81′ の範,日 で訓1

定できる事と,測定″(差は±3%以内又は■otパ I,1ス内
に設定されている.、上位と座位の

'11～
2%は測定機器

σ)誤

'11亀'1内

であり,スパイ
「
1グラムの基準価を、ア位と

座位とを別々に測定することの特にと年者での14Nl難 11か

らも立位か座位であれば同 ‐のり1:準仙を用いた方が臨l床

111た用イヒできると考えらオl,本 lilではいずれでもよいと

した。

体位の影糾は血l液ガス測定においても起こりうる.1/

位や座位から仰臥位にすると;安静呼気位が小さくなり,

末梢気道が閉塞する可能性が指摘されている.特にこの

影響は肥満者で大きい.こ の分 1)ao,が低 卜する場合が

閉lζ性障1好を持つ被験者には指摘されている.しかし,

血液ガス採血lは立位では一般に採血せず,安静をjli視す

ることから座位又は仰臥位で採血されているのがら1状で

ある.本基準lLrlで も,これまでの慢習に従いll16位 または

仰臥位で採血した値とした。臨床上,血l液ガス採血l時の

体位を座位と仰臥位との微妙な差をllJ題にすることはほ

とんど生じず,特別な場合のみ体位を付記して考慮する

必要がある.

A― aDO?は 闘1床 上:i卜算式を用いて求めることになっ

ているが,マイナス値が男性 12%女性 4%に 見られた.

あくまでも定常状態で採血するのが原則であるが,採血

時の痛みから忠 |liし さや過換気などがあるとマイナスも

生じうる.これらの値は少なくとも異常に大きい値とは



表 1 性別 。年齢別肺機能検査平均lllと標準偏差値(士 SD)

スパイログラム

年
響
層懃 (11齢

歳
身長 FVC

I´
鳴
い

ＶＣ

Ｌ

FEV,  FEVl%( 「́ )FEVi%(G)
L´      %      %

Lz:
L/sec

男ヤL

18-29

30-39

40-19

r10ヽ-59

(:()ヽ (;1)

70ヽ 79

80ヽ

女`‖ :

18ヽ 2́1)

30ヽ 39

′10ヽ `19

50ヽ 5〔〕

()()ヽ 69

70ヽ 70

8()ヽ

17164
(620)
17154
(538)
17021
(579)
!6782

(692)
1(:373

(183)
16082
(705)
15680

(8(〕 (〕 )

15786

(621)
158(〕 7

(542)
15681〕

(558)
15400

(イ |(ヽ 2)

15067
(41)())

14742
(579)
14358
((〕 50)

496
(079)
452
(068)
429
(053)
393
(054)
368
(054)
322
(058)
234
(06:3)

:ヽ 38

(052)
(,23

(045,
304
(1)41)

281)

(037)
252
(〔)13(〕 )

218
(043)

186
(038)

489
(078)

413
(068)
420
(053)
381
(054)
357
(055)
311

(062)
279
(05(;)

333
(052)
(115

(048'
297
(()ll)

269
(f).1())

245
(()′ |())

211
(()14)

177
(()31))

435
(064)
385
(058)
362
(043)
322
(049)
288
(039)
239
(048)
219
(049)

8796
(554)
8522
(457)
8459
(485)
8205
(636)
78′ 1:)

(588)
7412
(957)
7657
(1)28)

8925
(555)
8706
(424)
864]
(495)
8165
(612)
801)()

(672)
7743
(978)
7825
(8(3())

2413
(254)

3542
(275)
4499
(296)
5433
(287)
(う 4(〕 6

(283)
7458
(284)
8447
(388)

2352
(231)
3551
(300)
4482
(281))

5366
(27X)
6581)

(2(;1))

7416
(298)
8417
(332)

( )|′ Jは t SIリ

山lll14ガ ス分りl:

年
電
:だ千 人数 %  tr

14

2`157

(291))

3585
(276)

14 17

(268)
5527
(3()7)

6175
(286)
7403
(28「J)

8405
(3('4)

2347
(334)
3677
(163)
4479
(289)
5372
(264)
6515
(307)
740Z
(29ヽ ))

8430
(320)

8951      ′124(う
(517)  (35())
8602      421)2
(769)     (313)
8520      `1158
(745)  (2f)1))
8222      ′1251
(598) (343)
8559      4117
(569)  (351)
8()〔)1)     41)55

(823)     (431)
8495      41()1
(963)  (464)

8951      4042
(707) (382)
8808      31)26
(723)  (388)
88(〕 1      3942
(744)     (400)
8353      4154
(757)  (352)
8248       4159
(1〕 6())  (382)
8269       4059
(973) (367)
8285      4032
(1032) (413)

299       8868       8983
(044) (600) (592)
271       85()7      8721)
((,37)     (661)     (034)
25(;       8410      8(;′ 17

(()3())     (544)     (51)rl)

229       8220      8557
(()21))    (384)    (1)29)
11)9       7906      8133
({)3′1)  (()(;())  ((;(38)
165       7542       7844
(()35)     (818)     (803)
136       729(〕       7705
(()33)      (928)      (972)

IICI)3    Aal〕 (ν

_1)■∠1 _J⊇墜 _

2526       937
(210)     (715)
2136      1335
(121))     (706)
2′1 7rl     i4 71

(1()2)     (813)
2534      1657
(22!)      (720,
25()9       1481

(162) (640)
2447       1505
(175)      (781)
2491       1564
(211)     (870)

2357       117〔 )

(232,    (859)
2354       1461
(100)     (747)
240〔;     1381)
(189)  (704)
2534      1642
(200)     (902)
2507      !742
(11)1))     (876)

2480      1811
(198)     (960)
2494       1857
(260)     (1020)

602       284
(137)     (098)
508       234
(108) (067)
507        198
(108)     (067)
449       164
(108) (066)
373        : 11)

(114)  (062)
275       085
(114)  (041)
253       079
(095)     (052)

43`1     209
(103) (069)
380       177
(105)     (058)

143145

1(30

158

215

152

(097)     (056)
340       124
(01)8)  (()5`|)
287       088
(081))    (1)4(;)

232       066
(087)     (034)
188 054
(080)     (034)

嚇ヤト

18ヽ 29

30ヽ 39

10ヽ 19

50ヽ 51)

(;(卜‐(;()

70ヽ 79

80ヽ

女
′
‖1

20ヽ―之9

30ヽ 39

10～ 19

50～ 59

60～ 69

70ヽ 79

80ヽ

1710〔 )

(591)
17220
(B03)
161)`18

(689)
1046・ l

(503)
16233

(157)
1591(;

(5 5rJ)

15844
(711)

15627

(1143)

15470
(53())

155 13

(300)
15274
(199)
15073

(5i7)
11764
(580)
11385
(643)

( )内 は± Sr)
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表 2 年齢 。身長・肺機能検査の相関係数および有意水準

FEVi   FEVl%(T)FEV196(G)   V50      V25

年齢

身長

∨C

FVC
FEVI

FEVll1/。 (T)

FEVl%(C)

身長

―-O C142ド率*   ―-0716ネ **   ――()721***

0863・**    0846ネ **

0093・・**

-0780*朴   -0"4+‐

0842***     0376***

0972***    0373*■*

0974**ネ     0406**た

0564***

-0701■ *■   ―-0739Ⅲ *｀

0672■ *■     0633***

0757**'.    0602¨ **

0751***    0679■ キ*

0348"*｀     0802**ネ

()700***    0703***

0683■ **    0728・ *“

0 851ⅢⅢⅢ

ttrikfi7.?JIl (n笙 933)

Itacoz

{)()17

0〔 )77‐

0286Ⅲ **

'-' : p:'000t)l ft : p{0,001 " : p<t).05

とれず,A′ lI)0.は ゼロに近い正常仙と考え弓イlるが血

液ガスに関する本基ill値から除いた。これは A al)0′ を

計算式から求めた限界を示しており Pao」 の臨床 ltの意

義を考える llでの参考値と考えられる.

スパイログラ2、では国際的には身長と年齢の ‐次式で

基準11が設定されている 本稿でも ・次itを ,||いた。し
かし,V25は 図 7と 図 17か ら明らかなようにと年音で
は低いllrlの まま推移し,年齢と ‐次1期数では表しイ:}な い

ように見える.65歳以 11を 見ると男性では (隊17)V25
≦051/sの 人が 30人おり,65歳以 卜の被験者 14)人 中
24%に 達している。同様に女性では図 17よ り563人中
244人 と43%に達している.

気流 11:の測定誤差は±5%あるいは±021/s以 内であ
る.65歳以 Lの と年者で異常値を検出するために測定

誤差の 25倍 である 051′/s以 内に 24%か ら43%も 含
まオ1る集団からりt常 と断定することは不輌∫能であること

は臨床 L指摘されている。

従つて,V25は 直線 llll噺 1式では表せないし,例 え二

次式で表したとしても 65歳以 Lでり1:lt値から異常値を

中l別出来ないため意味が少ないと考えられる.従来,V
25を直線陣1帰式で表現する方法も採らイ1て きた。それ

ら0ま 1972年'と 1983年
1'に
おいて発表されたが,今 Llの

高齢化社会ではなく&)歳以 たの症例はほとんど含まれ

ていなかった。実際, 一秒蹴及び 一秒率はある年齢以上

の「
j齢者になると,選ば4tた老年者のみになるためむし

ろ上舛してくるという報告もあった
い.し かし,こ れら

の Fll il:も 1975年 υ)成績であり,今 1l υ)11本のように高

齢化率 17%の超 |「J齢 (ヒ 社会では ‐秒 litも ・秒率も経イート
的に変化しており多くの老ti者が長寿をうける時代では

選ばオlた老年者のみではないσ)が ‐つυ)'|!山かもしオtな
い。しかし,V25の llt半値も参考値として用いられる
こともあることを予想して一次1ヽを記した.

従来,日 本においてどのりlt準価が採用さオlて きたのか

は定まっていない.多 くσ)llt準償予測式があり施設によ

りまちまちにチ||い らオlて きた
.'.:卜
でも 13洲dwLiら の

■tいが1浸 も広く||:い られており,1'1動 化されたilll定装 1綺

のコンピューターにもほとんど13mdwh、 らの式が用い

らイlている.Baklwinら の式は男性 16歳から69歳,女

性 16歳から79歳の被験者より11られている。しかも,

仰臥位のスパイログラムの成績である.仰臥位のル
"活

it

は座位又は立位の肺活量に対して 7～8%に低いことと,
恐らくはll本人の人flll的体型のたもあり,本稿の基準償

は Baldwlnら の予測値より10ないし 15%高値を示す .

それでは,異常値はどこから境界線を引いたらよいの

であろうか.一般にはある集IJの 95%が含まれる価を

基準値としている.表 4か ら回帰式が得られており残差

標準偏差 (RSD)は 60%信頼限界を示し,2 RSI)を と

れば 95%li頼i限界を示すことになる.

平均±2SDを llt準値とする考え方はあり得るが 方́
では切りの良い数字で平均値の何%を異常とするという

考え方も出i床的には使り||さ れている.VCの 80%以 下
を拘束性障害とする.FEVl%の 70～ 80%以下を開塞

Hc03 AaDo,

(〕 ()3()■
率      O17〔 )ネ ト́

ー0027     - 0107■ “
-0252*ネ*  -0 868Ⅲ ⅢⅢ

0721ヤ ■*   ―-0228・ ‐十

一‐()l18■■■
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表3 重回帰分析
(n=1.8H)

標準tiⅢ l嚇 }係数  ‖1関係数 寄
`j率

可1日

11‖‐11翅係数

lF本‖1期係数

lll‖ |1期係数

γ11),1
年齢
身長

0740
-0020
0035

別
齢
長

性
年
身

別
齢
長

性
年
身

別
齢
長

性
年
身

別
齢
長

性
年
身

別
齢
長

性
年
身

0376
-0020
0037

071363
-()7164Z

085295

070688
-072059
084586

068128
-078012

08423

0525
00!4
0031

0907

0004

0523
0015
0030

IfEVI

ドEVlりお(「 )

0652
--0024

0027

0728
-0257

0034

()191i64

059397
037645

il‖ |1対係数

lVI:ガ
lJ

年齢
身長

|「‖|1期係数

11‖ 1収 1係数

11‖ |1燿係数

0402
‐()226

()04{)

015652
-0531

03212

0595

0532

0780
0041
0025

051571
070086
067226

0402
0029
0017

04458
07389()

0()3347

0149
0020
0006

|)776

Inlil々 ガス分サl (n=933)

標
'|“

|」Ⅲl"1係数  村‖期係数 寄′j率

1′ liljり

年齢
身長

lll相 IU係数

()05217

016714
006642

2012
〔)121

{)01)9

()1 0rl

0020
0007

0180

l)acou

11(:(|):,

Aa[)o:

0447
0005
0027

007839
-001735

00772

別
齢
長

性
年
身

別
齢
長

性
年
身

lll‖ |1燿係数

性lJ l
年齢
身長

il‖ 1供1係数

001579
00394
-002738

O122
0013
0003

0002
0001
(〕 000

-2552

0114
0 06Fl

009385
017878
-010744

0239
0020
--0(〕 07

|「‖1関係数 0197

■■* :p<00001  ‐ヤ : :)く10001  ・  I P・ 1005

性障害とする.Pa02 70～ 80 tOr:以 下を低酸素血l症 とす  よることは当然である.又,図 1か ら20をみても明ら
る.PaCO.40± 5 tOrr以 上又は以下をり〔常とする等であ  かなように年齢と身長を考慮した切り方があることも当
る.こ れらの異常値の目安は平均値がいくらであるかに  然である.表 4はあくまでも60%信頼限界 2 RSDであ



表 4 111機能測定値と年齢 。身長とのE・Il帰式より算出する基準値

|ルにL(n=164)

0011  70481)  0070

0032  41311   0157

{)000  2234〔)   0062

0021  29695   0138

R:illl‖ 11(系 を文 lく 1ヽ):グ tF[1費 ll1 11」 デ11

れば 95%1「瀬 限界を示すム:4L値 であ り,患 者の呼吸機
能検合成績を判別する際には,本人の様々な要因を加味
して本基準値を,|]いるべきである .

本稿は日本呼吸器学会からの1功成金を得て 1998年度から

200()年 までの 3年出1をかけてまとめられた
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